
節

用

集

鰻

頭

底

本

の

か

な

づ

か

い

に

関

わ

る

改

変

に

つ

い

て

近
*

藤

尚

子

。
ロ

p
o

g
山
間
ゆ

え

閉
山片

品

自
白
山
口
∞
忠

告

三
ω

冨

宮
山
口
吉

凶必
ず
。
門戸

吋
即
日同回
目8
問
。
ロ
色
。

要

旨
節
用
集
鰻
頭
墜
本の
初
刊
本
と
通
行
本
と
は
別
版で
あ
り
な
が
ら、
基
本
約に
は
通
行
本が
初
刊
本の
体
裁・
内
容
を
忠
実に
受
け
継い
で
い
る。
し
か
し

詳
細に
み
て
い
く
と
そこ
に
は
七
O
O
箇
所
近い
奥
田川が
存
する。
そ
れ
を
通
行
本の
改
変と
と
ら
え、
本
稿で
はこ
れ
らの
改
変の
う
ち
傍
訓の
か
なづ
か
い
に
関わ

る
もの
約一
二
O
例
を
と
り
あ
げ、
検
討し
た。
改
変の
み
を
と
り
あ
げ
る
と
そこ
に
は
古
典か
なづ
か
い・
字
音か
なづ
か
い
と
高い一
致
率を
示
す
と
い
う
明
ら
か

な
傾
向を
晃
出
すこ
と
が
で
き
る。
し
か
し
鰻
頭
屋
本
全
体の
傍
訓
を
な
が
め
る
と
その
傾
向は
む
し
ろ
全
体と
し
て
の
原
則・
統一
を
乱
す
結
果
と
なっ
て
し
まっ
て

い
る。
そ
れ
は
通
行
本が
こ
の
よ
う
な
傾
向を
もっ
改
変を
締
羅
約に
は
行っ
て
い
ない
た
め
で、
その
こ
と
はこ
の
改
変が
意
図
約
な
もの
で
は
ない
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る。
か
なきっ
か
い
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
うに
な
る
近
泣へ
と
続
く
過
渡
期の
資
料
と
し
て
こ
の
鰻
頭
屋
本
通
行
本
を
位
置づ
け、
前
後の
時
代と
の

関わ
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
くこ
と
に
も
意
義が
あ
る
と
考
え
る。

lま

め

じ

カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
表
記は
多
くの
場
合、
所
謂か
なづ
かい
の
坪
外に
あ

る 。
しか
しカ
タ
カ
ナ
も
場
合に
よっ
て
は
ある
傾
きを
もっ
て
使わ
れるこ

とが
ある 。
稿
者は
先に
『
学
語
嬬』
の
改訂につ
い
て 、
その
傍訓のカ
タ

(
l)

 

カ
ナの
改訂に
方
向性が
み
られるこ
と
を
報
告した 。
本
稿で
は
節
用
集
鰻

頭
犀本の
初刊
本と
通
行本との
聞の
傍訓の
改
変につ
い
て
開
様の
事
実を

指
摘し 、
その
意
味する
とこ
ろを
考えて
みたい 。
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鰻頭
屋
本は
堺本
(天
正
十八
年
本)
と
並んで
伊
勢本
系節
用
集の
中で

は
刊
行さ
れた
数
少ない
もの
で
ある 。
少な
くと
も一一一
種
類の
版が
あるこ

と
が
報
告さ
れて
お
り 、

前
稿で
い
わ
ゆ
る
初
刊
本と
通
行
本と
を
比
較し

(
2)

 

た 。
通
行本は
初刊
本とは
別
版で
ある 。
全
体と
して
初刊
本の
体裁を
守

っ
て
お
り 、
こ
れに
依
拠し
なが
ら
作られたこ
と
は
明
らかで
あるが 、
両

者の
間に
は
七
O
O
箇所近い
異同が
認め
ら
れる 。
筆者はこ
れを
通
行
本

の
「
改
変」
と
と
ら
え 、
その一
端につ
い
て
は
すで
に
報
告し
む

前
稿で

*
今
野
尚
子
本
学
助
教
授
国
語
学



は
そ
れ
らを
次の
よ
うに

七つ
に
分類し
た 。

-
項目の
増
補

E
項
目の
削
除

E
同一
門内で
の
移
動

N
所
属
門の
変更

V
見出し
語
(語形や
表
記)
の
変
更

百
傍訓
変更

mu
その
他(
注
記の
設い
雄一寸)

本
稿で
はこ
の
うちの
M
傍訓
変
更
をさ
らに

B
か
なづ
かい
に
関わ
る
もの
C
追加・
訂正・
削
除

類し
た
うちの
と
くにB
につ
い
て
分
析・
考
察を
試み
たい 。 A 

語形の
変
更

と3つ
に
分

以下に
か
なづ
かい
に
関わ
る
改
変の
全例を
挙げる 。
各 *フロ
ッ

ク
で
の

挙例は
傍訓の
五
十
音順とし
(
傍訓が一
部に
しか
付さ
れてい
ない
語は

全
形で
判
断し
た) 、
間
合につ
い
て
は
当
該
部
分の
み
を
問
題と
し
た 。
こ

れは
法・
妙などの
表
記を
ま
とめて
示
すためで
ある 。
見
出し
語・
初
刊

本の
傍
訓・
通
行
本の
傍訓の
順に
掲げる 。
ま
た 、
問
題と
してい
る
部
分

(
4)

 

が
古
典か
なづ
かい
に
合
致する
もの
に
便宜 、
。
印を
付す 。

イ
↓ヒ間

ア
イ
タ
↓

Oア
ヒ
ダ

ア
ジハ
イ
↓

Oア
ヂハ
ヒ

ウ
イカフ
リ
よ

Oウヒ
カフ
リ

ウ
イダチ
↓

Oウヒ
ダチ

ウカ
イ
↓

Oウカヒ(ウ
部雑に
は
鵜飼ウ
ガ
イ〈
歎〉
と
ある)

ウ
グ
イ
↓

Oウ
グヒ

ウ
グ
イス
↓

Oウ
グヒ
ス

ヲ
イゼン
↓

Oヲヒ
ゼン

追 鴬鱗 鵜 始始 味
膳 餌 立 冠

顕襲
木

思強侍 指 紅 鞍 鵠競想
所 合 糸 覆 殿像

LrU

 

Lir

 

魂常
習

馴
子
舞

宣
鳥

額
自

迎基者狂人
封粧白

韮
寄
合

ヲソ
イノ
キ
↓

Oヲソ
ヒノ
キ

ヲ
トガ

イ
ス)ヲ
ト

ガヒ

ヲモ
イ
↓

Oヲモ
ヒ

ヲモ
イヤ
ル
↓

Oヲモ
ヒ
ヤ
ル

キヲ
イヲク
レ
lA)キヲヒ
ヲク
レ

クf
イ
↓

Oグず
ヒ

ク
ラヲ、
ィ
↓

Oク
ラ
ヲホヒ
(ク
ラ
オホヒ
が
正)

クレ
ナ
イイト
↓ク
レ
ナヒ(ク
レ
ナ
ヰ
が
正・
糸は
左に
小
書)

サシ
ア
イ
↓

Oサシ
ア
ヒ

サフ
ラ
イトコロ
↓

Oサ
ブ
ラヒ
トコロ

シ
イテ
↓

Oシ
ヒ
テ

タグ
イ
↓

Oタ
グヒ

タマシ
イ
↓

Oタマ
シ
ヒ

20 

ヒ ノ ツ
タ タ ナ ネ
イ マ レ ノ
ジ イ コ ナロ ケ マ ラ
↓ リ イ イ

O ↓ ↓ ↓  ヒ 000タ ノ ナ ツヒ タ レ 不ジ マ コ ノロ ヒ マ ナケ ヒ ラ
リ ヒ

ム
カ
イ
↓

Oム
カヒ

モ
ト

イ
↓モ
トヒ

(モ
ト

牛
が
正)

モ
トユ

イ
↓

Oモ
トユ
ヒ

ソ イ モヲ カ ノ
イ タ グ
占 ? ル
↓ イ

72るホ ヒ モヒ カ ノ
タ グム ル

ヨ ヨ
リ ロ
ア イ
イ グ
↓ サ
2占リ ヨ
ア ロ
ヒ ヒ

グサ



イ
↓ヒ
の
改変三三
例
中 、
ク
レ
ナ
イ↓ク
レ
ナヒ 、
モ
ト

イ
↓モ
トヒ

を

除く一一
二
例が
古
典か
なづ
かい
に
合
致してい
る 。
ク
ラヲ、
ィ
↓ク
ラヲ

ホヒ
で
は 、
、

(ヲ)
イ
がホヒ
と
変え
られて
お
り 、
こ
の
部
分全
体が
古

典か
なづ
かい
に
合
致するこ
とに
なっ
た 。
そ
れで
はイ・
ヒ・
ヰに
関わ

る
改変は
イ
↓ヒ
だ
けか
とい
うと
そ
うで
は
ない 。
例は
ずっ
と
少な
くな

るが 、
イ
↓牛 、
ヒ
↓イ

が
み
られる 。

イ
↓ヰ愛敬鴨

居唐居
敷

位
ク
ラ
イ↓
Oク
ラ
ヰ

敷
居
シ
キ
イ
↓

Oシ
キ
ヰ

(
所)
為

次
居

。ア
イキ
ヤ
ウ
↓ア
ヰ
キヤ
ウ

カモ
イ
↓

Oカモ
ヰ

カラ
イシ
キ
↓

Oカラ
ヰ
シ
キ

(シヨ)
イ
↓

O(シヨ)
ヰ

ナミ
イ
ル
↓

Oナミ
ヰ
ル

ヒ
ー+イ，蛾

。と、
ル
↓ヒ

イル

イ
↓ヰに
関して
は
字
音語「
愛敬」
一
例を
除い
て 、
い
ずれ
もやは
り

古
典か
なづ
かい
に
合
致し
て
い
るこ
と
は
注
目
すべ
きで
あ
ろ
う 。
こ
の

「
愛
敬」
と 、
合
致して
い
る
例で
は
「
所
為」
の
み
が
字
音
語で
ある 。
ま

た 、
「
蛾ヒ、
ル」
は
司新
撰字鏡』・「類
東
名
義
抄(
観
智院本)』
などに

もみ
ら
れる
語で 、
古
くはヒ
ヒ
ル
で
あるが 、
『
時
代
別
国
語大
辞
典上
代

編』
で
は
「ヒ
ヒ
ルの
さ
す
物の
範囲もはっ
きりせ
ず 、
その
原
義の
推定

は
困
難で
ある」
と
さ
れてい
る 。
『日
葡
辞
書』
が

出守口
を
掲
出し 、
『下

学集』
や
『
塵
芥』
に
もヒ
イル
を
掲
出する 。
こ
の
時
代の
発音はヒ
イ
ル

と
考え
られ 、
よ
りどこ
ろと
なる
語源が
明らかで
は
ない
ため
通
行
本は

ヒ
イル
と
し
た
もの
とで
あろ
うか 。

次に
ウ・
フ
に
関しての
改変を
見る 。
全
部で
三
例と
少な
く 、

もウ
↓フ
で
ある 。

い
ずれ

多
武
峰
タウノ
ミ
ネ
↓

Oタフ
ノ
ミ
ネ

ユ
ウベ
↓

Oユ
フベ

ム
カ
ウ
↓

Oム
カフ

一一一
例と
もに
古
典か
なづ
かい
に
合
致する
方
向に
改め
られてい
るこ
と

が
わか
る 。
た
だ 、
ユ
ウベ
↓ユ
フベ
の
前
後に
ある
「
黄
昏ユ
ウグレ・
募

月
夜ユ
ウヅ
クヨ・
夕
立ユ
ウダ
チ」
は
その
ま
まで 、
ユ
部
時節
門五
項の

中で
はユ
ウベ一
語の
みに
改
変が
見られる 。

タ向
エ・
へ・
ヱ
に
関して
はい
ずれ
も一
例
1二

例とご
くわ
ずか
なが
ら 、

四つ
の
方
向へ
の
改変が
見られる 。

2I 

エ
↓へ悔 反

還 覆
ウ
チカエ
ス
↓

Oウ
チカヘ
ス

グ
イカエ
ス
↓

Oク
イカヘ
ス

へ
↓エ:器

モヘ
ク
イ
↓

Oモエ
ク
イ

へ
↓ヱ

二台三
宮

コへ
↓

Oコヱ

ヱ
↓エ庚

立十
カノヱ
カノ
ト
↓

Oカノエ
カ
ノ
ト

こ
れ
らの
例や
先に
挙げたイ
↓ヰの

例を
み
れば 、
改
変は
必
ずし
も一

つ
の
方
向を
指
向して
行わ
れてい
るの
で
は
ないこ
とが
明
らかで
ある 。



そして
そ
れ
ぞ
れの
方
向が
古
典か
なづ
かい
に
合
致するこ
とが
多い
の
も

示して
きた
とお
りで
ある 。

る 。 オ・
ホ・
ヲ
に
関して
は
ま
ずヲ
ivホ一一一

例と
逆の
ホ
↓ヲ二

例が
み
られ

ヲ
↓ホ

ホ
↓ヲ

粧廉長
。サ
ヲ
シ
カ
↓サ
ホシ
カ

ヨ ス
ソ ナ
ヲ ヲ
イ ナ
る :ヨ ( ) 

ソ ス
ホ ナヒ ホ

ナ

銑魚

ウホ
↓

Oウヲ

トピ
ウ
ホ
↓Oトピ
ウヲ

ヨ
ソヲ
イ
↓ヨ
ソ
ホヒ
につ
い
て
はイ
↓ヒ
の
とこ
ろで
もふ
れた 。
ここ

で
もサ
ヲシ
カ
↓サ
ホシ
カ一
例を
除い
て
古
典か
なづ
かい
に
合
致する
方

向に
改め
られてい
るこ
と
を
確
認して
お
きたい 。

オ
設の
長
音に
関して
はま
ずヲ、
↓ヲホ
とい
う例が
六
例み
られる 。

こ
れ
もイ
↓ヒ
で
ふ
れた
「
鞍
饗」
ク
ラヲ、
ィ
↓グ
ラ
ヲホヒ
以
外は

大を

オ
|と

よ
む例で 、
古
典か
なづ
かい
はオホ
で
ある 。
オの
カ
ナ
は
初刊
本

・
通
行本と
もに
使用さ
れて
お
ら
ず 、
その
意
味でヲ
の
部
分は
合
致し
な

い
が 、
、
↓ホ
の
部
分は
合
致する
と
みて
よい
で
あろ
う 。

六
例を
挙げて

お
く 。栂排狼大大

蔵炊

ヲ、
ィ
↓

Oヲホ
イ

ヲ、
ク
ラ
↓Oヲホ
グラ

ヲ、
カ
メ
↓

Oヲホ
カメ

ヲ、
トモ
ヒ
ト
↓

Oヲホ
トモ
ヒ
ト

ヲ、
ュ
ビ
↓

Oヲホユ
ビ

鞍覆
ク
ラヲ、
ィ
↓

Oク
ラ
ヲホヒ

重
点な
使っ
た
か
きか
た
は
表
音
的・
非か
なづ
かい
的で
ある
と
み
るこ

と
もで
き 、
そ
れに
依名を
あて
るこ
と
自
体 、
仮名に
よ
る
表
記を 、
よ
り

指
向してい
ると
もい
える 。
こ
れは
先
述のヒ、
ル
↓ヒ

イ
ル
につ
い
て
も

い
えるこ
とで
あろ
う 。

次に
開
合に
関わ
る
例が一
七
例
ある 。

請乞
ウケ
ガ
ウ
↓ウケゴ
ウ
(ウケ
ガフ
が
正)

大
隅
ワ
ウス
ミ
↓

Oヲホ
スミ

遠江
ト
ヲト
ウミ
↓

Oトヲ
タウミ
(トホ
タフ
ミ

が
正)

真人
?
トウド
↓

Oマ
タ
ウ
ド

(
結)
|構
カ
ウ
↓Oコ
ウ

鎖
ジヨ
ウ
↓

Oジ
ヤ
ウ

挑
灯
チョ
ウ
チン
↓

Oチヤ
ウチン

(鉱山)
i法

ホ
ウ
↓

Oハ
ウ
(ハ
フ
が
正)

憲法
ケ
ン
ボ
ウ
↓

Oケンパ
ウ
(パ
フ
が
正)

調法
テウホ
ウ
↓

Oテウパ
ウ
(パ
フ
が
正)

四
至
傍調
シず
ホ
ウジ
↓

Oシマハ
ウジ

撚
棒
ツ
ク
ボ
ウ
↓

Oツ
クパ
ウ

(
手)
棒
ボ
ウ
↓

Oパ
ウ

誹語
ヒ
ホ
ウ
↓

Oヒハ
ウ

(
神)
!妙

(シ
ン)
ピ
ヤ
ウ
↓

Oピヨ
ウ
(ベ
ウが
正)

(
奇)
!妙

(キ)
ミ
ヤ
ウ
↓

Oメ
ウ

巧
妙
ゲ
ウミ
ヤ
ウ
↓

Oゲ
ウメ
ウ

改変の
方
向は
開↓
合、
合
↓

開と一
定し
ない
が 、
結
果
的に
はほ
と
ん

どがい
わ
ゆ
る
正例に
合
致してい
る 。
「

大
隅ワ
ウス
ミ」
は
初
刊
本で
は

22 



ワ
部に
収
載さ
れてい
たが 、
通
行
本で
は
ヲホ
スミ
と
改め
られる
と
同
時

にヲ
部に
移さ
れた 。
「
奥州ワ
ウシ
ウ(ア
ウシ
ウが
正)・
近江ワ
ウミ(ア

フ
ミ
が
正)」
は
その
ま
ま
残さ
れてい
るが 、
問問
合とい
う
点か
ら
見れば

い
ずれ
も
誤っ
て
はい
ない 。

とこ
ろで
「
請乞」
につ
い
て
は
O
印を
付してい
ない 。
『日
葡
辞
書』

をみ
る
と 、
「〈円削
諸国r
mp。片山・」「〈門Homo-wowos-」
が
並べ
て
掲
載さ
れ

てい
る 。
また 、
司時
代
別
国語大
辞
典
室町
時
代
編
ζ
「う
けご
ふい
条

中門
参考〕
に 、
「「う
けご
ふ」
と
「う
けが
ふ」
は 、
同一
文
献で
併
用し

た
もの
も
少な
く
ない 。
(
中
略)
日
葡
辞
書に
別
別に
諜
出して 、
同
義と

説い
た
だ
けで 、
何ら
規
範的
住
記を
加えてい
ない
の
に
よっ
て
も 、
両
語

形は
…区
別な
く
用い
ら
れた
よ
うで
ある 。」
と
ある 。
鰻
頭
屋
本で
は
向じ

ウ
部言
語
門に
肯ウケ
ガ
ウが
あり 、
こ
れは
通
行
本で
も
改
変さ
れてい
な

い 。
あるい
は
「
請乞」
とい
う
見
出しの
表
記に
ひ
か
れて
「乞」
に
あた

る
部分をゴ
ウ
と
し
たので
あろ
うか 。

四つ
が
なに
関わ
る
改変は六
例を
数える 。

ジ
↓ヂ正 前息妓 味

麗揮女女

ア
ジハ
イ
↓

Oア
ヂハ
ヒ

ギシヨ
↓

Oギ
ヂヨ

ソ
クジヨ
↓

Oソク
ヂヨ

モ
ン
ジヤグ
↓

Oモン
ヂ
ヤ
ク

シ
ヤ
ウジ
キ
↓

Oシ
ヤ
ウヂ
キ

ヂ
↓ジ

タ
ヂマ
↓

Oタジ
マ

ジ
↓ヂ
はい
ずれ
も
字
音
語の
例で
ある 。
ヂ
↓ジ
と
あわせ
て
すべ
ての

例が
正
例に
改め
られてい
る 。

位
4馬

以上
挙げて
きた
用例は
合計八二一
例(うち
重
複は
「
味・
鞍
覆・
粧」

の
二
例)
で
ある
が 、
「
紅・
基一・
愛
敬・
蛾・
早
鹿・
請
乞」
の
六
例を
除

く
七
七
例(九一一・
八
%)
につ
い
て
は
すべ
て
改
変の
方
向は
古
典か
なづ

かい・
字
音か
なづ
かい
に
合
致してい
る 。

最
後にハ・
ワ
に
関わ
る
もので
あるが 、
こ
れは
今まで
述べ
て
きた
諸

例と
傾
向の
異なる
とこ
ろが
ある 。
和
語で
のハ
↓ワ
は六
例で
あるが 、

次の
よ
うに
なっ
てい
る 。

天
河
Oアマ
ノ
ガハ
↓アマノ
ガワ

湾
内
Oカハ
チ
↓カワ
チ

差
縄
Oサシ
ナハ
↓サシ
ナワ

鍬形
Oグハ
ガタ
↓クワ
ガ
タ

濠
O-一ハ
ダツ
ミ
ivニ
ワ
ダツ
ミ

莞爾
ニ
ツ
コ
トハ
ラ
ウ
↓Oニ
ツ
コ
トワ
ラ
ウ

六
例
中五
例まで
がい
わ
ゆる
古
典か
なづ
かい
に
合
致し
ない
方
向へ
の

改
変で
ある 。
一
方のワ
↓ハ
も四
例
あるが 、
こ
ち
らは一一一
例まで
が
古
典

か
なづ
かい
に
合
致する
改
変で
ある 。

河
カワ
↓

Oカハ

堕
〈
酒〉
ク
ワユ
ル
↓

Oクハ
ユ
ル

タマワ
ル
↓

Oタマハ
ル
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給(
間)
話
O(モ
ン)
ワ
↓ハ

合劫
音に
関わ
る
改
変が二
四
例
見られるが 、
こ
れ
らは
すべ
てハ
↓ワ

とい
う
改
変で
あり 、
こ
れは
字
音か
なづ
かい
に
合
致する 。
その
全例を

挙げる 。



格外
カク
グハ
イ
↓

Oカ
ク
グワ
イ

(
祈)
願
(キ)
クハ
ン
10グワン

懐挺
クハ
イユン
(一言
語
門)
↓

Oクワ
イニ
ン

(
光)
j

明
(クハ
ウ)
ミ
ヤ
ウ
↓

Oクワ
ウミ
ヤ
ウ

緩
草
クハ
ン
ザ
ウ
↓

萱
草
Oクワン
ザ
ウ

願
望
クハ
ン
マ
ウ
↓

Oグワン
マ
ウ

喧
嘩
ケ
ン
クハ
↓

Oケン
ク
ワ

後
悔
コ
ウクハ
イ
↓

Oコ
ウクワ
イ

城
郭
シ
ヤ
ウクハ
ク
↓

Oジ
ヤ
ウクワ
ク

水
仙
花
ス
イセ
ン
クハ
↓

Oス
イセ
ン
クワ

(
存)
i外

(ゾン)
クハ
イ
↓

Oグワ
イ

(
都)
!官

(ツ
ウ)
グハ
ン
↓

Oク
ワン

超
過
テ
ウクハ
↓

Oテウク
ワ

(
黙)
i叢

(テン)
クハ
ク
↓

Oクワ
ク

内
宮
ヌ
イクハ
ン
↓

Oヌ
イクワン

(
念)
i願

(ネン)
グハ
ン
↓

Oグワン

俳
畑山
ハ
イクハ
イ
↓Oハ

イクワ
イ

配
巻経

被
官

(
支
体
門)

ハ
イクハ
ン
ギ
ヤ
ウ
↓Oハ

イクワン
ギ
ヤ
ウ

ヒ
クハ
ン
↓

Oヒ
クワン

(不)
|禽

(フ)
グハ
イ
↓

Oクワ
イ

梅
花
モ
イクハ
iv

Oモ
イク
ワ

薬
鐘
ヤ
クハ
ン
↓

Oヤ
クワン

慮
外
リヨ
グハ
イ
↓

Oリヨ
グワ
イ

(類)
火
(ル
イ)
クハ
↓

Oクワ

光
明の
例は 、
初刊
本でク
部言
語
門の
最
初に
あっ
た
「光
陰クハ
ウ
イ

ン」
が
通
行
本で
は
削
除さ
れ
(時
節
門に
も
収
載さ
れてい
る
た
めて
結

果と
して
雑
用
門の
最
初の
項白と
なっ
た
「光
明」
にクワ
ウミ
ヤ
ウ
とい

う
傍訓が
付さ
れてい
るの
で
ある 。
合劫
音の
改変はい
ずれ
もクハ
↓グ

ワ
で 、
こ
れは
字
音か
なづ
かい
に
合
致してい
る 。

以上 、
鰻頭
屋
本
節
用
集の
傍訓の
改変の
うちか
なづ
かい
に
関わ
る
例

を
すべ
て
挙げた 。
全一
一
七
例
中 、
い
わ
ゆる
古
典か
なづ
かい・
字
音か

なづ
かい
に
合致
する例は一
O五
例
(八
九・
七
%)
と 、
ハ
↓ワ
で
合
致

し
ない
五
例が
あるため
に
先
程よ
りは

や
や
下が
るが
相
変わ
ら
ず
高い一

致
率で
ある
とい
えよ
う 。

四こ
れまで
に
挙げた
改変の
例は
ある
規
範性を
指
向してい
るよ
うに
み

えるの
で
あるが 、
こ
の
結
果の
意
味を
考えるため
に
は 、
鰻頭
屋
本
鮪
用

集が
全
体と
して
傍訓を
どの
よ
うに
付してい
るの
か
をみて
お
く
必
要が

ある 。
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まずイ・
ヒ・
ヰにつ
い
て
み
る 。
初刊
本に
おい
て
音イ
は
語頭も
含め

て
すべ
てカ
タ
カ
ナ
「イ」
で
表
記さ
れてい
る 。
唯一
重
点を
使
用し
た
例

が
先
述の
「
蛾
ヒ、
ル」
で
ある 。
そのヒ、
ル
を
通
行本はヒ
イ
ル
と
し
た

ために 、
初刊
本に
もと
もと
あっ
た
語
中島のヒ
表
記
(た
だ
しこ
の
場
合

は
重
点で
ある)
は
な
くなっ
て
し
まっ
た 。
しか
しか
わ
りに

通
行本で
は

一一一
一一一

語につ
いて
イ
↓ヒ
と
改め 、
こ
の
三一一一
例は
音イ
をイ
表
記する
とい

う
初刊
本に
あっ
た
原則を
乱
す
結果と
なっ
た 。
ヰ
も
初刊
本で
は
使わ
れ

て
お
ら
ず 、
通
行本で
は
先に
挙げた
改変に
よっ
て
七
例の
ヰが
(
語
頭・

語
中尾
含めて)
存在するこ
と
と
なっ
た 。

つ
ぎに
ウ・
フ
につ
い
て
み
る 。
音ウをフ
表
記する
もの
は
初刊
本で
は



「
棟アフ
チ・
扇ア
フ
ギ・
檎扇ヒ
アフ
ギ・
金
鴨
睡
鴨キン
アフ
ス
イアフ」

の
四
例の
みで
ある 。
通
行
本で
はこ
れに
「貞
能い
ヂ
ウノ
↓ヂ
ヤ
ウノ
フ

(
5)

 

と
傍
訓を
改め
た一
例が
加わ
る 。
こ
れはか
なづ
かい
に
関わ
る
改
変で
は

ない
ので 、
こ
れまで
述べ
て
きた
用例
数に
は
含ま
れてい
ない 。
さ
きに

ユ
ウベ
↓ユ
フベ
の
とこ
ろで
指摘し
た
よ
うに 、
ユ
ウ
ーに

関して
は
初刊

本四
語の
うちユ
ウベ一
語がユ
フベ
と
改め
られてい
る 。
い
い
か
えれば

初刊
本で
はユ
ウ
ーで

統一
さ
れてい
た
傍
訓が
結
果と
して
通
行本で
はユ

ウ
1・

ユ
フ
ーの

混
在する
形に
なっ
た
とい
うこ
とで
ある 。
先述の
イ
↓

ヒ
の
改変と
同じ
結
果を
もた
らしてい
るこ
とに
注
意すべ
きで
あろ
う 。

通
行本で
の
ウ
↓フ
の
改
変は一一一
例で 、
結
果と
して
通
行
本で
は
合計八
例

の
語
中島のフ
が
存在するこ
とに
なっ
た 。
こ
の
うちハ
行
動詞の
終止
形

に
関して
は
改
変の
例で
挙げた「
向」ム
カ
ウ
↓ム
カフ一
例の
みで
ある 。

そ
れ
以
外の
多くのハ
行
動詞の
終止
形は
動詞は
相
変わ
ら
ずウで
表
記さ

れてい
る 。
イ
↓と
の
改
変がコ一三
例
あっ
たの
に
比べ 、
きわめて
少ない

とい
えるで
あろ
う 。
フ
を
語
中
高に
使うこ
とに
関して
は
通
行
本に
至っ

て
も
抵
抗が

大
きかっ
た
と
み
るこ
とがで
きる 。
しか
し
四つ
並ん
だユ
ウ

ーの
うち
「タい
ユ
ウベ
だ
けがユ
フベ
と
なり 、
四一
了
表に
「
向」
ム
カ

ウ
↓ム
カフ 、
「
迎」
ム
カ
イ
↓ム
カ
ヒ
と一一つ
の
改
変が
み
ら
れ
る
とこ
ろ

に
図ら
ずも
現れた 、
表
記に
対する
時
代の
傾
斜を
感じ
るので
ある 。

さて 、
ォ・
ホ・
ヲ
に
関して
は
ま
ず六
例
改
変の
み
ら
れたヲ、
↓ヲホ

につ
い
て 、
ヲ
部で
の
状況をみ
る 。
初刊
本の
掲
載順に
掲げる 。

天
地
門

大
手
ヲ、
テ
↓

(大)
手
(

大
隅ワ
ウスミ
↓ヲ
ホス
ミ

が
直前に
移
動して
きた
ため)

草
木
門

人
倫
門
祖大
父蒋、

ヲ、
ピ
ル

A 
A、

ヲ、
ヂ

ヲ、
ヤケ

官
名
門

大狼栂排大大
口 炊 蔵

ヲ、
ク
チ

ヲ、
グ
ラ
↓ヲホ
ク
ラ

ヲ、
イ
↓ヲホ

イ

ヲ、
トモ
ヒ
ト
↓ヲホ
トモ
ヒ
ト

肢
体門

畜類
門

財宝
門

言
語
門

ヲ、
ュ
ビ
↓ヲホユ
ピ

ヲ、
ヵメ
ー↓ヲホ
カメ

多覆大無大
気

こ
の
ほ
か
通
行本は
財宝
門に
「
襟ヲホ
クど
を
増
補してい
る 。

ーと
同
様 、
初刊
本が
むし
ろヲ、
で
統一
さ
れてい
た
もの
を
(こ
こ
で
は

ヲホセ
の
み
例
外) 、
通
行
本で
は
その一
部五
例をヲ
ホ
と
した
た
め
に 、

結
果と
して
やは
り

不
統一
を生やしてい
るこ
と 、
イ
↓ヒ・
ウ
↓フ
の
場
合

と
詞
様で
ある 。
前
稿で
は
そ
れ
ぞ
れの
改
変につ
い
て
全
体をほ
ぼ
四
等分

して
疎
密を
み
たの
で
あるが 、
改
変は
全
巻に
わ
たっ
て
お
り 、
「
偏るこ

と
な
く
必
要と
思わ
れる
語に
手を
加えてい
る
と
考えるこ
とがで
きるい

と
し
た 。
ヲ
部につ
い
て
もほ
ぼ
各丁に
手が
入っ
てい
る 。
しか
し
傍
訓に

関して
は一
二
了
表に
ヲL
↓ヲホ

五
例 、
イ
↓ヒ

三
例と
集
中してい
る 。

ヲ
部で
の
状
況を
みて
も 、
官
名
門か
ら
藩類
門に
改変が
集
中し 、
他の
部

分に
は
あま
り

手が
加え
られてい
ないこ
とが
わか
る 。
理
由は
明らか
に

で
き
ない
が 、
その
意
味で
の
疎
密は
ある
とい
うこ
と
に
な
る 。
こ
の
ほ

か 、
改変にホ
↓ヲ
が
ニ
例
あっ
たこ
とで
もわか
るよ
うに

初刊
本で
は
ヲ

を
主と
し
なが
ら 、
ご
く
少数のホ
表
記を
ま
じ
えてい
る 。
そしてカ
タカ

ナ
「オ」
は
使
用さ
れてい
ない 。 生

ヲ、
シ

ヲ、
ル

ヲ、
ゥ

仰
概

ヲ、
ム、ネ

ヲホセ

ヲ、
イニナシ

ヲ、
ゲ

ニエ

ウ
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ハ・
ワ
に
関して
は
ま
ず
合劫
音の
表
記をみて
お
く 。
通
行本に
はクハ

↓クワ
の
改
変が一一
四
例み
られた
が 、
初
刊
本イ
部だ
けで
も 、
(衣)
|冠

(
イ)
ク
ワ
ン

(一)
i

管
〈
筆〉
ク
ワ
ン

因
果
イ
ン
ク
ワ

(威)
|光

(イ)
クハ
ウ

優禽
イ
ウクハ
イ

と 、
クハ・
クワ
が
混
用さ
れて
お
り 、
しか
もこ
の
部
分に
は
改
変が
加え

られてい
ない 。
一
二
了
表に
は
「(渡)
|願

(ホツ)
グワン 、
(
本)
i

願
(ホン)
グハ
ン」
と 、
同一
一回一一一
行の
間に一一
様の
表
記が
み
られ 、

こ
れ
も
通
行
本に
その
ま
ま
受け
継が
れてい
る 。
た
だ 、
初刊
本で
も一一一
O

了
あた
りまで
はクワ一
八
倒 、
クハ一
O例と 、
クワ
表
記が
多
数を
占め

てい
る 。
こ
の一
O例の
うち六
例を
通
行本はクワ
に
改めてい
る 。
した

がっ
て
通
行
本で
は三
Oγまで
で
クワ
二
四
例 、
クハ
四
例とさ
らにクワ

の
割
合が
高
く
なっ
て
い
る 。
し
か
し
そ
れ
以
後は
初
刊
本で
は
九六
例
中

「
鎮
線花テッ
セ
ン
クワい
一
例
を
除い
て 、
すべ
て
クハ
表
記で
ある 。
そ

の
う
ちの一
八
例を
通
行本はクワ
に
改め
てい
るので
ある 。
と
くにクハ

・
クワ
が
多くみ
られるの
は
やは
りク

部で
あるが 、
意外なこ
とにこ
の

ク
部で
傍訓の
み
をクハ
か
らク
ワ
に
，改め
た
例は「
願
望」一
例しか
ない 。

その
ほ
かの
「
緩
箪クハ
ン
ザ
ウ」
↓
「萱
草クワン
ザ
ウ」
は
見出し
語と

もど
も
改
変が
加え
ら
れて
い
る
例で
ある
し 、
「
懐
妊」
は
言
語
門か
ら
支

体
門へ
所
属が
移さ
れた
例 、
「
光
明」
は
「
光
陰」
が
重
援に
よっ
て
削削
除

さ
れた
ため
に
新たに
光の
傍
訓クワ
ウ
が
加え
られた
例で
ある 。
さ
らに

言
語
門で
は
項自の
入
れ
替えに
よっ
て「
患
楽クハ
ン
ラ
グ」が
削除さ
れ 、

代わ
りに
「
光
費クワ
ウヒ」
が
加え
られてい
るが 、
ム口
劫
音表
記の
みに

控目
す
ればやは
りクハ
↓クワ
と
なっ
てい
る 。
こ
の
よ
うに
初刊
本で
は

一
二
四
語に
み
える
合助資クワ
につ
い
て一一一
O丁まで
はクワ
を主と
する

が 、
そ
れ
以
後はほ
ぼクハ
専
用と
なるこ
と 、
通
行
本は
手を
入
れる
と
す

ればクハ
をクワ
と
するが 、
網羅的に
改め
てい
る
わ
けで
は
ない
こ
とが

わか
る 。
先に
挙げた
「
莞商」
ニ
ツ
コ
トハ
ラ
ウ
↓ニ
ツ
コ
トワ
ラウ
に
対

して 、
初刊
本に
は
「
咽ア
ザハ
ラウ」
が
あり 、
こ
れは
改め
られてい
な

、ιV
五鰻頭屋

本
節
用
集
初刊
本で
は
先
述の
よ
うに
音イ・
ウ
(
字点目
語も
含め

て)
は
原
則として
か
たか
なイ・
ウで
表
記さ
れてい
る 。
古
本節
用
集の

多くの
伝
本が 、
イ・
牛 、
エ・
ヱ 、
ォ・
ヲ
を
あわせ
て
四
回
門と
してい

るとこ
ろか
ら
考えて
も 、
またカ
タ
カ
ナ
がひ
らが
なに
比べ
よ
り

表
音的

で
あり 、
か
なづ
かい
の
坪
外に
ある 、
とい
うこ
とか
ら
考えて
も 、
さ
ら

に
「傍
訓い
が
見
出し
語の
漢
字
列に
添え
られた
もの 、
つ
ま
り

漢
字
列
あ

っ
て
の
もの
で
あるこ
と
を
考え
併せ
て
も 、
そ
れは
当
然とい
え
ばい
え

る 。
初刊
本が
音イ・
ウ
をイ・
ウで
写すの
はか
た
か
なの
表
音性に
か
な

っ
た
使い
方で
ある
とい
えるで
あろ
う 。
その一
方で
音ワ・
エ・
オ
は 、

主として
使わ
れるカ
ナ
は
ある
ものの
複
数の
カ
ナ
で
表
記さ
れる 。
通
行

本で
の
改変が 、
ハ
↓ワ・
ワ
↓ハ 、
エ
↓へ・
へ
↓エ・
へ
↓ヱ 、
ヲ
↓ホ

・
ホ
↓ヲ
と
複
数の
方
向に
わたっ
てい
るとい
うこ
とは 、
実は
初
刊
本で

ハ・
ワ・
エ・
へ・
ヱ・
ヲ・
ホ
が
使わ
れてい
るこ
と
を
示してい
る 。
た

と
えば
十
干につ
い
て
の
項
目
をみ
る
と 、
「
申
乙」
キノヘ
キノ
ト・

丙了
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ヒ
ノエ
ヒ
ノ
ト・

戊己ツ
チノエ
ッ
チノ
ト・

庚
辛カノヱ
カノ
ト
↓カノエ

カノ
ト・

壬
葵ミツ
ノエ
ミツ
ノ
ト
と 、
エ
を基
調と
し
なが
ら
も三
様に
書

か
れてい
る 。
また 、
合劫
音に
おい
てクハ
とクワ
とが
混
用さ
れてい
る

こ
と 、
「
諜カハ
ゴ
ロ
モ」
と
「
幕袴カワパ
カマ」
とが
隣
接し
た
行に
掲

載さ
れてい
るこ
と
な
ど
をみ
れば 、
こ
れ
らの
複
数の
表
記もまたカ
タカ



ナ
がか
なづ
かいの
坪
外に
あるこ
と
を
示してい
る 。
こ
の
よ
うなカ
タカ

ナ
の
使用は
節
用
集の
諸本に
も
あるい
は
同
時
代の
他の
辞
書
体
資
料に
も

一
般に
観
察で
きる 。
その
意味で
初刊
本は
その
時
代をよ
く
映してい
る

とい
うこ
とがで
きる 。

一
方 、
通
行本で
の
改変が 、
イ
↓ヒ
に
して
もウ
↓フ
に
して
も
合劫
音

クハ
↓グワ
に
して
も 、
鰻頭
屋
本
全
体を
眺め
た
と
きに
は
むし
ろ
混
用を

拡
大する
結果を
招い
てい
るこ
と
も
事
実で
ある 。
そ
れは 、
か
なづ
かい

に
関わ
る
改
変と
して
分類し
たこ
れ
らの
改
変が
鰻頭麗
本
全
体に
網羅的

に
行わ
れて
はい
ない
か
らで
ある 。
先ほ
どの
十
干につ
い
て
の
項目でい

えば 、
カ
ノヱ
カノ
ト

はカノエ
カノ
ト
と
改め
ら
れた
が
キノヘ
キノ
トは

その
ま
ま
残さ
れてい
る 。
改
変が
全
巻に
わたっ
てい
るこ
とか
ら
考え
れ

ば 、
か
なづ
かい
を
改めてい
る
項自はご
く一
部に
す
ぎない
の
で
ある 。

ユ
ウベ
↓ユ
フベ・
ム
カウ
↓ム
カフ
の
よ
うに
たっ
た
例しか
現れ
ない

例含み
る
と 、
そ
れは
意
国的な
改変で
は
な
く 、
版を
改め
るに
際して
は

か
ら
ずも
現れて
し
まっ
た
表
記で
ある
とい
う
印象を
受けるの
で
ある 。

通
行本の
改変は
全
体として
み
れば
初
刊
本の
方
針を
守
りつ

つ
行わ
れて

い
るが 、
その
中で
所
属
門の
変更
(
前
稿の
分類で
い
うN)
や
項
目の
入

れ
替え
(同I-
E) 、
字
詰め
を
調
整
する
た
め
の
項
目の
移
動(
同抑制)

などは
きわめて
意閣的な
改変で
ある 。
見
出し
語の
変
更(V)
で
は 、

改
変の
結
果節
用
集の
他の
諸本に
は
み
ら
れ
ない
形が
五
例み
ら
れ 、
こ
の

こ
とにつ
い
て
は
典拠と
と
もに
なお
考えてい
か
な
ければ
な
らない
で
あ

ろ
う 。
しか
し
通
行本の
編集者に
は
傍訓の
か
なづ
かい
を
改め
よ
うとい

う
意識は
なかっ
たので
は
ない
か 。
初刊
本と
通
行
本と
は
完
全に
別
版で

あ
り 、
『尚子
一諮
編』
の
よ
う
な
埋
木に
よ
る
修の
必
要は
なかっ
た 。
改め
る

こ
とは
た
や
すかっ
た
は
ずで
ある 。
と
すれば
か
なづ
かい
の
改
変は
意図

せ
ずに
現れて
し
まっ
た
もの
と
考え
ら
れる 。
初刊
本は
その
基
盤を
中世

末
期に
お
き 、
伊
勢本
増
補本と
して
位
置づ
けるこ
とがで
きる 。
通
行本

は
初刊
本に
依
拠し
なが
ら 、
か
なづ
かい
に
関わ
る
改変に
注
目
す
ればそ

こ
に
意
関せ
ずに
か
なづ
かい
的な
傾
向が
現れてい
る 。
こ
れなか
なづ
か

い
がつ
よ
く
意識さ
れるよ
うに
なる
近世へ
の
過渡
的
様
相と
み
るこ
とは

で
きない
で
あろ
うか 。
易
林本が
イ・
牛 、
エ・
ヱ 、
ォ・
ヲ
を
区
別し
四

七
門を
立て
てい
るこ
とは
よ
く

知ら
れてい
る 。
醸
成さ
れつ
つ
あっ
た
そ

の
よ
うなか
なづ
かいへ
の
意識が
泡の
よ
うに
浮か
び
出た
もの
が
通
行本

で
の
か
なづ
かい
に
関わ
る
改
変で
は
なかっ
た
か 。

お

わ

り

表
記に
振
幅が
ある
とは
よ
くい
わ
れるこ
とで
あるが 、
個々
の
文
献を

み
れば
ある
程
度
落ち
着い
た
状
態で
あるこ
とが
多い 。
カ
ナ
の
異な
りは

自につ
きゃ
すい
が
書
き
手に
は
そ
れが
意識さ
れてい
ないこ
と
も
多い 。

前
稿で
は
通
行
本の
改
変を
どち
らか
とい
うと

意
関
的な
方
向か
らと
ら
え

て
い
た 。
本
稿で
は
か
なづ
かい
に
関わ
る
改
変を
無
意
識の
もの
と
と
ら

え 、
中
世
期の
か
なづ
かい
と
は
異なる
傾
向を
指摘し
た 。
通
行
本の
改
変

に
は 、
い
わ
ゆる
古
典か
なづ
かい・
字
音か
なづ
かい
に
合
致する
方
向性

を
見
出
すこ
と
がで
きるの
で
あるが 、
「
合
致
する
方
向に
改
変し
たい
と

み
るこ
と
に
は
なお
慎重で
ありたい 。
易
林本を
近世
節
用
集の
出
発点と

するこ
とが一
般で
あるが 、
鰻
頭
鹿
本通
行本の
あり
方を
併せ
考えるこ

とに
も
意義は
ある
と
思うの
で
ある 。
通
行
本の
そ
うし
た
位
置づ
けを
明

確に
し 、
前
後の
時
代との
関わ
り

を
考
え
るこ
と
を
今
後の
課
題と
し
た

hu
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註
-
拙
稿
「
訓の
表
記か
ら
み
た
『
学
詩
編』

i|
辞
書
の
編
集
方
針
と
の
か
か
わ
り

iit」
(『
文
化
女
子
大
学
紀
要
人
文・
社
会
科
学
研
究』
第4
集一
九
九六
年)

2
拙
稿
「
節
用
集
銀
頭
屋
本の
初
刊
本
と
通
行
本
と」
(吋
文
化
女
子
大
学
紀
要
人

文・
社
会
科
学
研
究』
第八
集一一
0
0
0
年)
具
体
的に
は
影
印で
み
る
こ
と
の
で

き
る
東
京
教
育
大
学
付
属
図
書
館
本
と
図
書
寮
本
と
を
比
較し
た。
なお、
今
回の

調
査
に
当
たっ
て、
出
血〈
を一

三郎
さ
な
い
が、
影
印
公
開
さ
れ
て
い
る
もの
は
そ

れ
を
用い
た。

3
前
掲
註2
拙
稿。
な
お、
再
度の
調
査・
検
討に
よっ
て
前
稿の
数
値か
ら
変
更

し
た
もの
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く。

4
引
用
に
捺
し
て
は
原
本の
傍
訓
を
見
出
し
一語の
下
に
示
すこ
と
が
多い。
漢
字の

字
形
は
で
き
る
だ
け
原
本
に
近い
も
の
に
し
た
が、
印
刷の
都
合
上
か
な
わ
な
かっ

た
もの
も
あ
る。
ま
た、
〈
〉
内
に
示
し
た
もの
は、
細
字
双
行ま
た
は
小
書
さ
れ

て
い
る
もの
で
あ
る。
/は
改
行
を
示
す0

5
「
塵
芥』
/に
は
「
蛾ヒ
イル」
(
下
八
六
ウ)、
「一克
和三
年
本
下
学
集』
気
形
門

「
蛾ヒ
イル」
(
上
三
Oウ)、
司
夢
梅
本
倭玉
篇』
「
蛾ガ
〈
蚕
l
/ヒ
イル〉」
(
中二

ウ)
な
ど
と
あ
る。
な
お、
司
祭
目
次
第』
はヒ、
ル
と
し、
「、」
に
は
双
点
を
昔況

し
て
あ
る。

6
節
用
集
諸
本で
は
掲
出
す
る
もの
は
すべ
て
「
ヂ
ヤ
ウ
ノ
ウ」
と
し
て
お
り、
フ

表
記は
ない。
堺
本の
み
「チ
ヤ
ウ
ム
ウ」
と
す
る
が、
こ
れ
は
誤
刻で
あ
ろ
う。
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